
Amnesia

癒々

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ａ
ｍ
ｎ
ｅ
ｓ
ｉ
ａ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
０
３
Ｍ

【
作
者
名
】

　
癒
々

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
　
　
　
　
」
＝
ト
ゥ
＝
リ
ヴ
ェ
ラ
。

私
の
名
前
。
で
も
、
私
に
は
空
白
が
埋
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ネ
ル
＝
ト
ゥ
＝
リ
ヴ
ェ
ラ
。

今
の
私
の
名
前
。
こ
れ
は
、
ア
リ
シ
ア
が
付
け
て
く
れ
た
。
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…

色
ん
な
こ
と
が
、
少
し
だ
け
、
少
し
ず
つ
消
え
て
い
る
。

記
憶
。
そ
れ
は
と
て
も
貴
重
で
、
凄
く
壊
れ
や
す
い
。

私
の
記
憶
は
砕
け
て
散
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
故
？
覚
え
て
い
な
い
。

で
も
今
は
、
記
憶
よ
り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
、
今
私
の
目
の
前
に
居
る
、
私
を
守
っ
て
く
れ
る
仲
間
を
、
死
な
せ
な
い

こ
と
…
…
。
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ｄ
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

（
前
書
き
）

別
サ
イ
ト
で
投
稿
し
て
い
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
。

一
年
前
の
ｇ
ｄ
ｇ
ｄ
っ
ぷ
り
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
↑

…
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
件
（
・
ω
・
｀
）
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

欠
け
た
月
が
三
つ
、
藍
色
の
空
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
い
て
い
る
。

包
帯
の
巻
か
れ
た
右
腕
を
押
さ
え
な
が
ら
、
私
は
＊
＊
＊
＊
を
追
っ
た
。

何
処
に
行
く
ん
だ
ろ
う
。

＊
＊
＊
＊
は
足
が
速
い
…
ぁ
、
見
失
っ
ち
ゃ
っ
た
…
。

む
ぅ
、
で
も
魔
力
を
追
え
ば
、
遅
く
て
も
＊
＊
＊
＊
に
辿
り
着
け
る
は
ず
。

夜
の
お
散
歩
も
悪
く
な
い
。
ゆ
っ
く
り
つ
い
て
い
こ
う
か
な
。

―
と
、
思
っ
て
い
た
矢
先
、
＊
＊
＊
＊
の
魔
力
の
波
動
が
消
え
た
。

少
し
先
か
ら
、
血
の
臭
い
。
そ
れ
か
ら
、
数
十
の
魔
力
の
影
。

こ
れ
は
―
―
―
…

嫌
な
予
感
が
し
て
、
走
り
出
す
。

で
も
、
走
っ
て
間
も
な
く
、
体
力
が
尽
き
て
座
り
込
む
。

自
分
の
体
力
の
無
さ
を
恨
む
。
今
度
＊
＊
＊
に
鍛
え
て
も
ら
お
う
か
な
。

「
し
ょ
う
が
な
い
…
…
っ
」

立
ち
上
が
っ
て
、
手
を
空
に
翳
す
。

怪
我
を
負
っ
た
ま
ま
の
腕
が
、
悲
鳴
を
上
げ
た
。

痛
み
を
無
視
し
、
魔
力
を
足
元
に
集
め
、
そ
こ
に
風
を
起
こ
す
。

黒
く
て
長
い
髪
が
、
足
元
の
風
で
舞
い
上
が
る
の
を
感
じ
、
頃
合
を
見
て
無
言

で
ジ
ャ
ン
プ
。

「
あ
い
・
き
ゃ
ん
・
ふ
ら
い
！
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。

＊
＊
＊
＊
が
危
な
い
と
、
本
能
で
感
じ
て
い
た
。

地
面
か
ら
飛
び
立
ち
、
ま
ず
上
昇
。
少
し
経
っ
た
後
、
魔
翼
が
背
に
浮
き
出
て
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き
た
。

飴
細
工
の
よ
う
な
細
い
翼
。

確
認
す
る
ま
で
も
な
い
。
深
呼
吸
を
す
る
と
、
一
気
に
＊
＊
＊
＊
の
向
か
っ
た

方
角
に
飛
ぶ
。

「
＊
＊
＊
＊
…
！
」

僅
か
に
残
っ
て
い
る
＊
＊
＊
＊
の
魔
力
を
肌
で
感
じ
、
冷
や
汗
を
か
い
た
。

飛
び
立
っ
て
か
ら
数
分
、
血
の
臭
い
が
濃
く
な
っ
て
き
て
、
下
を
見
た
。

目
に
映
っ
た
の
は
、
赤
い
髪
と
…
鮮
血
。

「
＊
＊
＊
＊
っ
！
！
！
」

声
に
気
づ
き
、
＊
＊
＊
＊
を
囲
ん
で
い
た
魔
法
師
は
、
一
斉
に
こ
っ
ち
を
向
い

た
。

皆
、
黒
い
ロ
ー
ブ
を
羽
織
っ
て
い
る
…
…
昼
間
の
人
た
ち
だ
。

向
こ
う
は
一
斉
に
詠
唱
を
始
め
た
。
炎
、
水
、
氷
、
大
地
…
…
属
性
が
多
す
ぎ

る
。

魔
法
陣
が
、
彼
ら
の
足
元
に
溢
れ
出
す
。

―
―
何
故
、
攻
撃
す
る
ん
だ
ろ
う
。

色
と
り
ど
り
の
魔
法
陣
の
片
隅
で
、
＊
＊
＊
＊
は
呼
吸
し
て
い
た
…
…
虫
の
息

で
。

＊
＊
＊
＊
の
赤
い
髪
は
、
自
身
の
血
で
鮮
や
か
さ
を
増
し
て
い
た
。

こ
の
人
た
ち
…
＊
＊
＊
＊
に
な
ん
て
こ
と
を
…
。

そ
う
思
っ
た
と
き
、
私
の
中
で
何
か
が
音
を
立
て
て
切
れ
た
。

「
―
―
―
―
―
―
…
」

風
を
起
こ
す
。

光
を
呼
ぶ
。
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助
け
な
き
ゃ
。

＊
＊
＊
＊
を
、
助
け
な
き
ゃ
…
！

「
　
　
　
　
　
　
　
」

幾
つ
も
の
光
の
筋
が
、
私
を
包
ん
だ
。

ズ
キ
ン
、
と
右
腕
が
叫
び
声
を
あ
げ
る
。
傷
口
か
ら
、
血
が
滲
み
出
て
き
た
こ

と
が
解
る
。

で
も
、
詠
唱
は
止
め
な
か
っ
た
。

「
　
　
　
　
　
　
　
」

魔
法
師
か
ら
、
数
万
は
あ
る
数
の
魔
法
が
同
時
に
放
た
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
、
光
の
筋
が
一
つ
ず
つ
包
み
込
み
、
光
と
な
っ
て
消
え
た
。

怯
ま
ず
に
、
第
二
弾
。
炎
が
、
私
を
襲
お
う
と
し
た
。

…
そ
う
、
こ
の
時
。

こ
の
時
、
私
の
魔
法
は
成
立
し
た
。

空
中
に
浮
い
た
ま
ま
、
手
を
祈
る
よ
う
に
握
り
締
め
る
。

背
に
あ
っ
た
魔
翼
が
消
え
、
金
色
に
輝
く
光
の
粉
と
な
り
、
辺
り
を
一
瞬
明
る

く
し
た
。

そ
の
一
瞬
の
後
―
―
―
―
…
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―
―
真
っ
暗
。

何
も
、
見
え
な
い
。

何
も
、
映
ら
な
い
。
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闇
の
中
で
一
人
。

こ
こ
は
…
？

「
＊
＊
！
」

誰
か
が
呼
ん
で
る
。
う
う
ん
、
叫
ん
で
い
る
み
た
い
。

誰
が
？
誰
を
？

「
＊
＊
！
！
」

聞
こ
え
な
い
よ
。
聞
き
取
れ
な
い
…
。

誰
を
呼
ん
で
い
る
の
？

何
も
見
え
な
い
…
彼
方
は
誰
？

―
耳
鳴
り
が
す
る
。

私
は
、
何
で
此
処
に
居
る
ん
だ
っ
け
…
。

…
苦
し
い
。

怖
い
…
。

此
処
か
ら
出
し
て
。
お
願
い
、
出
し
て
…
！

誰
か
…
！

「
＊
＊
！
！
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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